







































した2) (Scheme 1)｡ 反応式で書くと一行で済みますが､
実際はオートクレーブという高圧で反応がかけられる容
器を使用しなくてはなりません｡ 高圧条件で反応を行う
欠点は､ 1) 反応容器が比較的小さく､ 大量に反応をか
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た (Entry 15)｡ また､ 先に条件検討を行い若干の収率
が改善したスルフィドを添加しても､ 収率の改善は見ら










した (Entry 14)｡ ピリジン環の位にメチル基を有す








行い､ 5員環ラクトンを収率84％で得ました ( Entry 1)｡
しかし､ 圧力を 5気圧に減らすと収率は 27％に減少し
ました (Entry 3)｡ 続いて､ トリエチルアミンを溶媒
として反応を行ったところ､ 10気圧では 84％､ 5気圧
では 79％という結果となりました (Entries 2 and 4)｡
しかし､ 1気圧で反応を行うと 10％しか望む生成物は
得られませんでした (Entry 6)｡ 次に 2,4,6-collidine
を用いて反応を行うと収率の低下はそれほど見られず､
1気圧でさえ良好な収率で目的とする化合物を得ること





































a Complex mixture were formed. b Starting material





























































a 1.5 equiv of NEt3 was added.
b Starting material was
































 Ru3(CO)12CO (10 atm)








CO (20 atm), C2H4
toluene
















進行するのかを調べました (Table 4 and 5)｡ その結
果､ 5及び 6員環ラクトンがそれぞれ 58－85％､ 58－
76％で得ることに成功しました｡ 一般的にアルコール
の周辺が嵩高いと収率の減少が見られる事がわかりまし




ことにしました ｡ (-)-mintlactone および (+)-
isomintlactoneはハッカMentha speciesから単離され





して用い､ (-)-mintlactone を合成しています 13)
(Scheme 9)｡ 収率は低いものの､ 天然物に存在する不
斉炭素中心を生かし､ わずか３工程で合成を達成してい
ます｡


















































































































































また､ 最近になって､ Zhai らは分子内ヘテロ
Pauson-Khand反応を鍵反応として(-)-mintlactoneの
































































































































成功しました (Scheme 15)｡ 文献既知化合物であるア
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Scheme 15
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Practical Ruthenium-Catalyzed Cyclocarbonylation of Allenyl Alcohols in 2,4,6-Collidine
Leading to ,ß-Unsaturated Lactones: Concise Stereoselective Synthesis of (+)-
Isomintlactone.
Kazunori TAKAHASHI
Faculty of Pharmaceutical Sciences, Hoshi University
We have found that ruthenium-catalyzed cyclocarbonylation of allenyl alcohols in 2,4,6-collidine under atmospheric pres-
sure of carbon monoxide smoothly proceeds to afford, ,ß-unsaturated five- and six-membered lactones in moderate to good
yields. Furthermore, we have completed a highly stereoselective synthesis of (+)-isomintlactone by the cyclocarbonylation of
allenyl alcohol using 2,4,6-collidine.
